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「１条校化運動に関する宣言」を決議

全専各連第１０４回理事会を開催

　２月２１日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として、

全専各連第１０４回理事会が開催された。出席者は委任状を

含めて６０名。

　中込三郎会長が中央教育審議会教育振興基本計画特別部

会へ出席のため、福田益和筆頭副会長が開式の言葉及び会

長あいさつを行い、「今年度から２月の会議は理事会として

開催するため、本日の議案は６月の総会で承認を得ること

となる。１条校化運動は、この１年が“剣が峰”を迎える

ことになり、重要な節目の年となるため、先生方のさらな

るご理解と各都道府県のご協力をお願いして、中込会長に

代わる会長あいさつとする」と述べた。

　次に、寺門成真文部科学省専修学校教育振興室長があい

さつを兼ねて、①新規予算を中心とした平成１９年度専修学

校関係予算、②専門士・高度専門士の称号付与状況、③教

育基本法改正を受けての中央教育審議会の動向、④１条校

化への対応等について説明。また、中込会長が、文部科学

省の第４期中央教育審議会『教育振興基本計画特別部会』、

『大学分科会』、『生涯学習分科会』の各委員、並びに内閣

府の『キャリア教育等に係る有識者との懇談会』の有識者

として参画していることを報告した。出席者と新規予算の

採択時期、１条校化のスケジュール、公共職業能力開発施

設との役割分担等について質疑応答を行い、公務により退

席した。

　議長は会長指名により、福田筆頭副会長が就任し、議長

が会議の有効な成立を確認した後、議事録署名人に岡本比

呂志常任理事と岩崎幸雄常任理事を選出し議事に入った。

【第１号議案　平成１９年度事業計画原案（審議事項）】

　秋葉英一理事・総務委員長が、『運動方針（基本方針、重

点目標：①専修学校の１条校化に向けた制度設計の取りま

とめと法律改正の実現、②専修学校及び各種学校の振興に

向けた主要な諸施策の実現、③専修学校及び各種学校と他

の学校種との格差の是正、④専修学校及び各種学校に対す

る激甚災害法の早期適用、⑤専修学校及び各種学校と他の

学校種に対する認可の要件・取扱い等の相違点の研究、⑥

職業教育の重要性等に対する対外的な啓発活動の推進、⑦

専修学校及び各種学校に対する各省庁施策の充実、⑧専修

学校及び各種学校の職業教育機能等の充実・向上及び社会

的信頼の確保、⑨全国及び各都道府県協会等の組織強化と

課程別設置者別部会の活性化）』について説明した。

　続いて川越宏樹１条校化推進担当副会長が、『専修学校の

１条校化運動の推進（制度検討関連、制度啓発関連、渉外

折衝関連）』について、『事業活動の推進に向けた専修学校

等振興議員連盟とのより一層の連携』、『会議の開催』を事

務局が説明した。次に秋葉総務委員長、齋木寛治理事・財
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務委員長、栗谷川悠理事・組織委員長が、『各委員会活動

方針』を、『「職業教育の日」の推進』、『広報活動の一層の

推進』を事務局が説明した。

　本議案に関して質疑はなく、出席者全員異議なくこれを

拍手承認した。

　なお、２月の理事会開催基準日の曜日は、第４番目の水

曜日から木曜日に変更となった。

【第２号議案　平成１９年度収支予算原案（審議事項）】

　齋木財務委員長が、１条校化推進運動の強化及び「職業

教育の日」の推進などの予算原案立案方針及び収支予算書

案にもとづいて各科目の明細を説明。（事業活動収入

１３５,４３０,０００円、事業活動支出１４３,２４０,０００円、事業活動収支

差額マイナス７,８１０,０００円。投資活動収入１０,０００,０００円、投

資活動支出２,９００,０００円、投資活動収支差額７,１００,０００円。予

備費支出２,０００,０００円、当期収支差額マイナス２,７１０,０００円、

前期繰越収支差額２７,７２９,６０６円、次期繰越収支差額

２５,０１９,６０６円。）

　本議案に関しては、「協会運営費の増額の経緯」に関する

質疑応答が行われたほかに意見はなく、出席者全員異議な

くこれを拍手承認した。

　なお、来賓として大西英男全専各連推薦参議院比例代表

候補者が、議案審議途中に駆けつけ「我が国の職業教育機

関の中核である専修学校及び各種学校の教育振興のために

全力を尽くす」旨、力強くあいさつを述べた。

【『１条校化運動に関する宣言』の提案及び決議】

　中教審特別部会のため理事会に遅参した中込会長があい

さつを兼ねて教育振興基本計画の取りまとめにかかる今後

の予定を報告。続いて出席者に、『１条校化運動に関する宣

言』を配布朗読し、「ぜひ全専各連理

事会の決議を得て、この文書をもっ

て文科省、国会議員の先生方に訴え

ていきたい」と提案した。質疑応答

では「私立学校振興助成法をめぐる

対応」について質問が出され、川越

１条校化推進担当副会長が「この運

動のポイントは私立学校振興助成法

の改正をともなう新たな助成措置の

実現を求めないところにある。１条

校化を実現する上で経常費助成は求

めないことを明確にすることが必要

である。しかし、各都道府県での運

動と相反することがないよう、現行

の専修学校及び各種学校に対する助

成措置の拡充は求めることを明記し

た」と答弁した。このほかに意見は

なく、出席者全員異議なく理事会の

決議とすることを承認した。

　また、中込会長から「平成１９年度

の各地区ブロック会議において、１

条校化運動の推進について、１時間

ほどの討議時間を設けてほしい」と

の提案も出され、了承された。

　引き続き、「平成１８年度事業中間報

告」、「平成１８年度ブロック会議の決

議事項に関する対応」について事務

局が配布資料に基づき報告した。

　以上により、議長が全ての議事の

終了を確認し、吉田松雄副会長が閉

式の言葉を述べ、理事会の全日程を

終了した。
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　平成１９年度の政府予算案が１２月２４日に閣議決定され、専

修学校関係予算案は、対前年度比１,２７２万円（０.９５％）減の

１３億２６百万円となった。

　新規予算として「専修学校を活用した再チャレンジ支援

推進事業」に対し、７億６８百万円が計上された。事業の内

容は、①専修学校からの計画を審査する委員会の設置、②

若者の再チャレンジ支援プログラム（高度専門職育成教育

コースや専門・技術職育成教育コースなど、特性等に応じ

た教育プログラムを開発し若者を対象に実施する）、③社

会人のキャリアアップ教育プログラム（スキルアップ・専

門技術習得コース、管理能力向上コース、起業家コースの

講座について、中高年を対象に実施する）、④女性の再チ

ャレンジ支援プログラム（スキルアップ講座、新たなチャ

レンジのための講座について、女性を対象に実施する）、

⑤ＮＰＯ団体等と連携したニートに対する自立支援プログ

ラム（専修学校において、ニートを支援しているＮＰＯ団

体等と連携し、社会的自立を目指した職業教育を支援す

る）、⑥成果の普及、となっている。

　また、「専修学校を活用した職業意識の啓発推進」を改組

充実し、「専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン」

として９１百万円が計上された。事業の内容は①審査委員会

の設置、②専修学校・高等学校が連携した職業教育の実施

（専修学校団体等と高等学校が連携し、高校生に対し、職

業観・勤労観の育成や適切な進路選択ができるよう、多様

な職業とその職業に就くために必要な知識、技能、資格等

の事例紹介や、参加者の志向・適性に応じた実践的な職業

体験講座を専修学校において実施する）、③専修学校の機

能を活かした職業体験講座等の実施（専修学校の機能を活

かして、子どもたちが実践的な職業技術・技能を体験でき

る職業体験講座等を各地で開催する）、となっている。

文部科学省　平成１９年度専修学校関係予算案
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　２月２１日、東京都・アルカディア市ヶ谷において第３回

全専各連常任理事会を開催した。

　中込三郎会長が開会にあたりあいさつを行い、続いて会

則第３２条により中込会長が議長に就任し議事に入った。

　審議事項として理事会に提出する「第１号議案　平成１９

年度事業計画原案」、「第２号議案　平成１９年度収支予算原

案」の各提案事項について審議を行い、提案どおり理事会

に上程することとなった。また、中込会長が「１条校化運

動に関する宣言」について提案・説明し、私立学校振興助

成法をめぐる対応について協議を行った後、理事会への提

案・決議を行うことを了承した。

　最後に理事会の議事運営として議長について協議を行い、

会長指名により福田益和筆頭副会長が就任することを了承

した。

理事会に先立ち第３回常任理事会で議案審議

　２月２２日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として全

国学校法人立専門学校協会の理事会が開催された。出席者

は委任状を含め５９名。小泉凱彦副会長の開式の言葉に続き、

中込三郎会長が中教審教育振興基本計画特別部会の取りま

とめにかかる今後の予定を報告。「全専各連と連携し、専門

学校の”学校”としての位置づけの明確化のため、１条校

化を早期に実現することが本協会の最重要課題である」と

開会あいさつを述べた。

　次に来賓の大西英男全専各連推薦参議院比例代表候補者

が、「我が国の職業教育の中核を担う専門学校の振興のため

全力を尽くす」と力強くあいさつを述べた。

　続いて、寺門成真文部科学省専修学校教育振興室長が、

新規予算を中心とした平成１９年度専修学校関係予算、専門

士・高度専門士の称号の付与状況、教育基本法改正を受け

ての中央教育審議会の動向、専門学校の１条校化への対応

等について説明を兼ねてあいさつし、公務により退席した。

　議長は、会則により中込会長の指名で小泉副会長が就任。

議長が会議の有効な成立を確認し、議事録署名人に中西義

裕常任理事と重里徳太常任理事を選出して議事に入った。

【第１号議案　平成１９年度事業計画原案（審議事項）】

【第２号議案　平成１９年度収支予算原案（審議事項）】

　第１号議案、第２号議案について一括審議を行い、第１

号議案については、岡本比呂志常任理事・総務運営委員長

が配布資料に基づき『運動方針（基本理念、基本方針、活

動方針）』を説明。川越宏樹全専各連１条校化推進担当副

会長が『学校法人立専門学校の１条校化運動の推進（制度

検討関連、制度啓発関連、渉外折衝関連）』を説明し、中

込会長が前日の全専各連第１０４回理事会で決議された「１

条校化運動に関する宣言」を朗読、趣旨説明を行った。

　続いて浦山哲郎理事・総務運営副委員長、齋木寛治常任

理事・財務委員長、武田哲一常任理事・留学生委員長が『各委

員会活動方針』を説明。また、事務局が『会議の開催』、『調査

研究事業の実施』、『研修事業の実施』、『広報活動の推進』、

『専門学校におけるスポーツ振興』について説明した。

　第２号議案については、齋木常任理事・財務委員長が、

１条校化推進運動の強化及び「職業教育の日」の推進など

の予算編成方針と各科目の内容を説明。両議案に関しては、

特に質疑はなく、出席者全員異議なくこれを拍手承認した。

　なお、２月の理事会の開催基準日は、「第４番目の金曜

日」に変更となった。

　以上により、議長が全ての審議事項が承認されたことを

確認した後、事務局が平成１８年度事業中間報告を行った。

　最後に礒村義安副会長が閉式の言葉を述べて、理事会の

全日程を終了した。

　なお、理事会前に常任理事会が開催され、上記の提出議

案の審議を行った。

全国学校法人立専門学校協会理事会を開催

　入学辞退者に対する授業料等及び諸会費等の取扱いにつ

いては、昨年、１１月２７日及び１２月２２日の２度にわたり、最

高裁判所は「３月３１日までに入学を辞退した者については、

原則として返還する義務を負う」旨の判決を下しました。

　この判決を受けて、１２月２８日、文部科学省は「大学、短

期大学、高等専門学校、専修学校及び各種学校の入学辞退

者に対する授業料等の取扱いについて（通知）」を関係各

所に発出しております。

　既に、最高裁判所の判決及び文部科学省の通知に則った

取扱いを募集要項で明確にしている会員校もありますが、

「納付された学費は一切返金しない」など不適切な表記を

行っている会員校も多く見られるとの指摘もあり、今後、

都道府県所管課から文部科学省の通知等を踏まえた具体的

な措置を求められることも十分に想定されます。

　つきましては、専修学校及び各種学校に対する社会的な

信頼を保持するために、文部科学省の通知等の趣旨に従い、

適切な対応をお願いいたします。

　文部科学省の通知及び本文書は、本連合会のホームペー

ジに掲出しておりますので、必要に応じてご確認ください。

　http://www.zensenkaku.gr.jp/news/jugyouryou0701.pdf

入学辞退者に対する授業料の取り扱いについて
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文部科学大臣より表彰を受けられました。謹んで、お知

らせ申し上げます。

　詳しくは、以下のホームページをご覧ください。

　http://www.senkaku.or.jp/wn/hyosyo2.html

　平成１８年１１月２５日、（社）神奈川県専修学校各種学校協

会の行っている「仕事のまなび場」「仕事のまなび場Jr.」

「チャレンジスクール」等の活動が、キャリア教育の充

実発展に尽力し、顕著な功績を挙げたことが認められ、

キャリア教育充実発展への功績を文科大臣が表彰　（社）神奈川県専修学校各種学校協会

　平成１８年１２月、「本人確認法施行令の改正」について、特

に入学金等の取り扱いのＱ＆Ａが金融庁のホームページに

アップされました（以下、関係部分を抜粋）。

　Ｑ６　入学金を振り込む時の本人確認はどうすればよい

のでしょうか？

　Ａ６　１０万円を超える入学金を現金で振り込む場合には、

本人確認が必要となります。指定の振込用紙ととも

に、振込みの手続きを行う方の本人確認書類をご用

意のうえ、金融機関の窓口を利用してください。

　つまり、保護者の方が振込みを行う場合には保護者の本

人確認書類が、学生の方が振込みを行う場合には学生の本

人確認書類が必要になります（入学金とは授業料を含む学

生納付金という解釈です）。

　これまでは、保護者が学生に代わって振り込む時は、保

護者と学生の両人の本人確認が必要と解釈されていました

が、保護者の本人確認だけで足りることになりました。

　なお、詳しくは、金融庁のホームページに掲出されてい

ますので、下記を参照ください。

http://www.fsa.go.jp/policy/honninkakunin/index.html#situmon

　平成１８年度の留学生受け入れの概況が、平成１８年１２月

（独）日本学生支援機構から公表された。専門学校に在籍

する留学生は２１,５６２人と前年度比で３,６３５人（１４.４％）減少

した。

　留学生数全体では１１７,９２７人と前年度比で３,８８５人

（３.２％）減少した。我が国の高等教育機関で受け入れて

いる外国人留学生は、平成９年度以来９年ぶりに減少に転

じた。平成１８年５月現在、大学等が６３,４３７人で１,３３７人

（２.１％）減少、大学院が３０,９１０人で６３２人（２.１％）増加、

準備教育課程が２,０１８人で４５５人（２９.１％）増加した。

　出身国別でみると、中国が７４,２９２人で６,３００人（７.８％）

減少、２位の韓国は１５,９７４人で３６８人（２.４％）増加、３位

の台湾は４,２１１人で７７人（１.９％）増加した。この上位３カ

国で留学生全体の８０.１％を占めている。

　第１３回全国専門学校バレーボール選抜優勝大会（全国専

門学校体育連盟、全国専門学校バレーボール連盟主催、全

専各連後援）が平成１８年１２月２２日から２４日の３日間、埼玉

県・草加市スポーツ健康都市記念体育館で開催された。

　男子６チーム、女子８チームで優勝が争われた。結果は

以下のとおり。

【男子の部】優勝：関東選抜Ａ、準優勝：関西選抜、第３

位：北海道選抜

【女子の部】優勝：関東選抜Ａ、準優勝：関西選抜、第３

位：関東選抜Ｂ

本人確認法施行令改正における
入学金等の取り扱いについて

専門学校留学生
９年ぶりに減少 第１３回全国専門学校

バレーボール選抜優勝大会
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　第２２回全国専門学校卓球選手権大会（全国専門学校体育

連盟、全国専門学校卓球連盟主催、文部科学省、全専各連

後援）が平成１８年１１月３０日から１２月１日の２日間、東京

都・駒沢オリンピック公園総合運動場で開催された。

　全国から予選を勝ち抜いた、約１２０名が参加。団体戦の

結果は以下のとおり。

＜男子の部＞優勝：福岡県（公務員ビジネス専門学校）、準

優勝：東京都Ａ（日本ウェルネススポーツ専門学校）、第３

位：愛知県Ａ（名古屋工学院専門学校、トヨタ名古屋整備

専門学校）、愛知県Ｂ（同）

＜女子の部＞優勝：東京都Ｂ（日本工学院八王子専門学校、

アクト情報ビジネス専門学校）、準優勝：東京都Ａ（東京綜

合理容美容専門学校）、第３位：愛知県Ｂ（大原簿記専門学

校、あいち造形デザイン専門学校、安城生活福祉高等専修

学校）、兵庫県（関西総合リハビリテーション専門学校）

第２２回全国専門学校卓球選手権大会

　第１５回全国専門学校ロボット競技会（全国専門学校情報

教育協会、専教振主催、文部科学省、経済産業省ほか後

援）が、平成１８年１２月１７日、東京都・工学院大学専門学校

アトリウムで開催された。

　大会テーマは「スチールファイト」。全国から１４校７０チ

ームが参加し、自慢のロボットを競い合った。主な結果は

以下のとおり。

＜有線型ロボット対戦競技＞優勝：浜松情報専門学校（静

岡県）ロボット名：ロングホーン、準優勝：日本工学院八

王子専門学校（東京都）ロボット名：ＣＵＢＥ９、第３位：

中日本航空専門学校（岐阜県）ロボット名：ガルフ“Ｘ”、

＜自律型ロボット対戦競技：ソフトウェア部門＞優勝：日

本工学院八王子専門学校（東京都）ロボット名：ニコハロ

ＭＩＴ、準優勝：日本工学院八王子専門学校（東京都）ロ

ボット名：針三本、第３位：日本工学院八王子専門学校（東

京都）ロボット名：うみほたる、＜自律型ロボット対戦競

技：ハードウェア部門＞優勝：大阪工業技術専門学校（大

阪府）ロボット名：シン、準優勝：日本工学院八王子専門

学校（東京都）ロボット名：ＮＥＥＣ－１５、第３位：中部

大学技術医療専門学校（愛知県）ロボット名：山ちゃん、

＜２足歩行ロボット競技＞優勝：日本工学院八王子専門学

校（東京都）ロボット名：飛脚、準優勝：日本工学院八王

子専門学校（東京都）ロボット名：楊双　大往生、第３位：

日本電子専門学校（東京都）ロボット名：サカタ６５Ｘ

第１５回全国専門学校ロボット競技会

　第１９回全国専門学校日本語学習外国人留学生日本語弁論

大会（全国専門学校日語教育協会主催、全専各連ほか後

援）が１月２６日、東京都・文化女子大学講堂で開催された。

全国から１９人が出場。受賞者、テーマは以下のとおり

【最優秀賞】金聳�（韓国）（大阪府・大阪ＹＭＣＡ国際珀頁

専門学校）「私の人生を変えた日」、【優秀賞】ペドロ・オ

ルティス・モナステリオ（メキシコ）（大阪府・大阪ＹＷ

ＣＡ専門学校）「言葉の壁」、【審査員特別賞】アボン・ア

ボン・シルビー（カメルーン）（兵庫県・神戸ＹＷＣＡ学

院専門学校）「迷信」

第１９回全国専門学校日本語学習外国人留学生日本語弁論大会

　２月８日、「服の日」の記念行事が東京都・アルカディ

ア市ヶ谷で開催された。（財）日本ファッション教育振興協

会、全国服飾学校協会主催、専教振協力、文部科学省、経

済産業省ほか後援。

　第２２回全国服飾学校ファッション画コンクール表彰式・

服飾教育功労者顕彰ならびに記念パーティが行われた。

　ファッション画コンクール入賞者・服飾教育顕彰受賞者

は以下のとおり。

【ファッション画コンクール入賞者】

▽文部科学大臣賞　田中智子（ドレスメーカー学院）▽経済

産業大臣賞　齊藤みゆき（ドレスメーカー学院）▽文部科学

省生涯学習政策局長賞　大杉三恵（東洋ファッションデザ

イン専門学校）、中美都（阪神家政高等専修学校）▽経済産業

省製造産業局長賞　和田真実（阪神ファッション工芸専門

学校）、古田有賀里（アン　ファッション　カレッジ）▽繊

維ファッション産学協議会理事長賞　石井絵奈（文化服装

学院）、竹山瑞香（阪神家政高等専修学校）▽専修学校教育振

興会理事長賞　原田育恵（文化服装学院）、田中咲子（明美文

化服装専門学校）▽日本ファッション教育振興協会会長賞

　岩村由美（釧路服飾専門学校）、上野咲（阪神家政高等専

修学校）▽全国服飾学校協会会長賞　山下莉枝（ディーズフ

ァッション専門学校）、岩崎由（高桑服装専門学校）▽優秀

賞　米田純子（北海道文化服装専門学校）、吉澤啓輔（二葉

ファッションアカデミー）、錢俐蓁（東京ファッション専門

学校）、五反田華子（東京田中千代服飾専門学校）、端彩乃

（ドレスメーカー学院）、星野賢一（ドレスメーカー学院）、

「服の日」の記念行事・記念パーティ
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青木愛友美（ドレスメーカー学院）、来栖絵美子（ドレスメ

ーカー学院）、児玉英里（文化服装学院）、帯谷美里（文化服

装学院）、渥美志緒理（文化服装学院）、北川佳代子（文化服

装学院）、江川智子（文化服装学院）、趙蚤嬉（文化服装学

院）、松岡奈緒美（文化服装学院）、野村育（文化服装学院）、

遠山輝猛（文化服装学院）、松岡奈津希（文化服装学院）、中

嶋理紗（専門学校ファッションカレッジ桜丘）、菊地幸一

（東京モード学園）、ウィルヘルム　ファンファン（目白デ

ザイン専門学校）、谷原有紀（富山デザイン・ビューティー

専門学校）、荒木幸子（専門学校金城ファッションカレッ

ジ）、城村陽子（専門学校金城ファッションカレッジ）、吉

田和史（専門学校福井文化服装学院）、尾崎友香（豊橋ファ

ッション専門学校）、廣瀬美佐（名古屋服飾専門学校）、鹿

島瑞希（名古屋服飾専門学校）、�羽伊代（名古屋服飾専門

学校）、栗野亘（愛知文化服装専門学校）、渡邉裕未（愛知文

化服装専門学校）、梅本晴名（中部ファッション専門学校）、

大石望（中部ファッション専門学校）、大橋友加里（名古屋

ファッション専門学校）、三上由貴（ディーズファッション

専門学校）、谷岡久美子（東洋ファッションデザイン専門学

校）、佐藤真衣（マロニエファッションデザイン専門学校）、

遠藤紗織（マロニエファッションデザイン専門学校）、泉亜

希（マロニエファッションデザイン専門学校）、寺坂つばさ

（大阪文化服装学院）、田中千紘（上田安子服飾専門学校）、

石原靖子（上田安子服飾専門学校）、瀧田朋子（上田安子服

飾専門学校）、仁科寿美香（神戸ファッション専門学校）、

佐野華那子（神戸ファッション専門学校）、青田智美（神戸

服装専門学校）、山�智佳（広島ファッション専門学校）、

中村友美（小井手学園広島ファッションビジネス専門学校）、

宮村敦（神戸ファッション専門学校）、太田夕貴（サンモー

ドスクールオブデザイン）、中村絵美（山形女子専門学校）、

橋本佳奈（横浜デザイン学院）、野田美穂（富山ファッショ

ン・カレッジ）、木戸美由起（大垣文化総合専門学校）、川北

舞（アン　ファッション　カレッジ）、岩雲千奈（アン　フ

ァッション　カレッジ）、鈴木友梨（豊橋ファッション専門

学校）、太刀川葵（東洋学園高等専修学校）▽佳作　藤枝恵

（北海道文化服装専門学校）、横濱芳美（北海道文化服装専

門学校）、村岡直美（北海道文化服装専門学校）、宇塚有理

（北海道文化服装専門学校）、北川景子（青森中央文化専門

学校）、長内良美（サンモードスクールオブデザイン）、布

留川なつ美（宮城文化服装専門学校）、平山美奈子（ドレメ

ファッション芸術専門学校）、佐藤千尋（ドレメファッショ

ン芸術専門学校）、石坂麻衣（前橋文化服装専門学校）、宗

天植（山口文化服装専門学校）、鈴木誠司（専門学校青山フ

ァッションカレッジ）、川井忍（専門学校青山ファッション

カレッジ）、阿尾祥子（織田デザイン専門学校）、加藤千織

（華服飾専門学校）、古居さゆみ（華服飾専門学校）、佐藤衣

里子（東京ファッション専門学校）、原山真太郎（東京ファ

ッション専門学校）、小畑英美衣（東京服装文化学院）、井

上佳小里（ドレスメーカー学院）、石井綾子（文化服装学院）、

長坂理砂（文化服装学院）、伊藤友希（文化服装学院）、植松

哲史（弥生ファッションデザイン専門学校）、柳田祐子（弥

生ファッションデザイン専門学校）、野中愛子（専門学校武

蔵野ファッションカレッジ）、木寺早月（専門学校ファッシ

ョンカレッジ桜丘）、土屋佳史（東京モード学園）、飯田仁

人（東京モード学園）、李桂淑（東京モード学園）、趙京熙

（東京モード学園）、小野美波（東京モード学園）、荒木智子

（目白デザイン専門学校）、斉藤貴子（横浜ｆカレッジ）、阿

部恭子（富山ファッション・カレッジ）、山本知佳（福井デザ

イン専門学校）、市川亜衣（ＯＫＡ学園　トータルデザイン

アカデミー）、山�麻代（松本衣デザイン専門学校）、シル

バ　ジルマーラ（大垣文化総合専門学校）、館野友香理（ア

ン　ファッション　カレッジ）、永野彩（アン　ファッショ

ン　カレッジ）、増田江里（静岡デザイン専門学校）、中山

裕子（豊橋ファッション専門学校）、辻綾乃（名古屋服飾専

門学校）、長屋まゆみ（愛知文化服装専門学校）、白河章登

（愛知文化服装専門学校）、五十嵐優（中部ファッション専

門学校）、�岡悠（中部ファッション専門学校）、牧野香織

（ファッション専門学校常磐女学院）、平野紗登美（ファッ

ション専門学校常磐女学院）、関冴佳（名古屋ファッション

専門学校）、増田知美（名古屋ファッション専門学校）、山

田里菜（名古屋ファッション専門学校）、村井絵美（名古屋

モード学園）、大西由利子（名古屋モード学園）、谷口佳代

（鴻池ファッション専門学校）、横田美穂（東洋ファッショ

ンデザイン専門学校）、重光星礼（マロニエファッションデ

ザイン専門学校）、向井明日香（マロニエファッションデザ

イン専門学校）、熊川陽子（大阪文化服装学院）、山本涼子

（上田安子服飾専門学校）、一宮摩衣子（関西デザイン造形

専門学校）、藤原卓哉（大阪モード学園）、三好優子（大阪モ

ード学園）、歌房史朗（大阪モード学園）、奥藤麻未（大阪モ

ード学園）、�橋華子（大阪モード学園）、岡田多美（専門学

校広島アートファッションアカデミー）、小柳豊（広島ファ

ッション専門学校）、戸谷瑠伊（広島ファッション専門学

校）、紺田優太（広島ファッション専門学校）、植野李佳（石

田あさきトータルファッション専門学校）、井上基世（小井

手学園広島ファッションビジネス専門学校）、上田奈弥（小

井手学園広島ファッションビジネス専門学校）、高田三奈

（小井手学園広島ファッションビジネス専門学校）、和田真

美（高知文化服装専門学校）、福田麻理子（香蘭ファッショ

ンデザイン専門学校）、田頭加南（香蘭ファッションデザイ

ン専門学校）、�倉正典（香蘭ファッションデザイン専門学

校）、真子由佳（香蘭ファッションデザイン専門学校）、神

谷美由紀（九州ファッション専門学校）、磧本由里子（ヒロ・
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デザイン専門学校）、穂多田麻乃（ヒロ・デザイン専門学校）、

伊澤愛（ヒロ・デザイン専門学校）、外間鮎佳（沖縄ファッシ

ョンアート学院）、坂本京子（青森中央文化専門学校）、萩

野育恵（磐城学芸専門学校）、小島愛（大宮文化デザイン専

門学校）、今井あゆみ（大宮文化デザイン専門学校）、栗原

麦穂（川口文化服装専門学校）、尾迫奈津実（川口文化服装

専門学校）、鈴木優里香（彰華学園情報文化専門学校）、山本

麻衣（中山学園高等学校）、小川愛乃（山本文化服装学院）、

ＶＵ　ＮＧＯＧ　ＨＡＮ（横浜デザイン学院）、南部紫保

（横浜デザイン学院）、丸山祐佳（大垣文化総合専門学校）、

竹中祐樹（大垣文化総合専門学校）、安井万貴（大垣文化総

合専門学校）、栗田いずみ（コロムビア・ファッション・カレ

ッジ）、伊藤枝里子（アン　ファッション　カレッジ）、伊

藤美紀（山本学園情報文化専門学校）、戸田満香（山本学園

情報文化専門学校）、真下えりか（高桑服装専門学校）、今

井優花（高桑服装専門学校）、齊藤智恵（安城生活福祉高等

専修学校）、三宅まゆみ（安城生活福祉高等専修学校）、柴

田さと（明美文化服装専門学校）、加藤麻紀（サンデザイン

専門学校）、小田紋歌（サンデザイン専門学校）、泉由真（阪

神家政高等専修学校）、板倉菜緒（鴻池学園高等専修学校）、

太和美（東洋学園高等専修学校）、堀脇汐美（美芸学園高等

専修学校）、松本亜矢子（美芸学園高等専修学校）、越智春

乃（小井手広島ファッションビジネス専門学校）、大田李沙

（小井手広島ファッションビジネス専門学校）、黒木聖美

（向洋学園高等専修学校）

【服飾教育顕彰受章者】

▽服飾教育文化章　杉山節子（茨城県）、和氣知子（栃木県）、

中島薫（群馬県）、坂本昌子（千葉県）、武藤とみ（東京都）、

渡邊幸子（東京都）、能森靖子（富山県）、平山啓子（静岡県）、

下村郁子（三重県）、辻順子（滋賀県）、早瀬せつ子（兵庫県）、

喜田美恵子（香川県）　▽服飾教育功労章　谷内眞佐子（北

海道）、青木鈴子（宮城県）、浅沼良臣（埼玉県）、徳永郁代

（東京都）、小林良子（東京都）、相場千枝（東京都）、朝日恵

子（福井県）、島田正樹（長野県）、百瀬仁（長野県）、黒坂フ

サノ（愛知県）、三輪田初子（愛知県）、松本清（兵庫県）、後

藤代子（広島県）

　文部科学省において、以下のとおり人事異動があり

ましたのでお知らせいたします。

　平成１９年１月１５日・生涯学習政策局長・田中壮一郎

氏→加茂川幸夫氏

　平成１９年２月１日・専修学校教育振興室第一係長・

横田愛氏→浅原寛子氏

文部科学省人事異動のお知らせ

　第２４回全国専門学校英語スピーチコンテスト（全国語学

ビジネス観光教育協会、全専各連、専教振主催、文部科学

省ほか後援）が平成１８年１２月４日、東京都・豊島公会堂で

開催された。

　全国から学内予選を通過した１７人が出場。受賞者、テー

マは以下のとおり。

　【文部科学大臣賞】横濱美妃子（東京都・専門学校神田外

語学院）「分かり合うために」、【全国語学ビジネス観光教

育協会理事長賞】藤原咲（大阪府・大阪外語専門学校）「も

う一つの日本の顔」、【毎日新聞社賞】岡田実和（愛知県・

トライデント外国語専門学校）「あなたは多数派？少数

派？」、【入賞】財木加奈（福岡県・専門学校麻生外語観光

カレッジ）「現代教育と社会への影響」、伊庭貴子（東京都・

日本外国語専門学校）「壊れた人形」、【特別賞】園部早苗

（福岡県・専門学校西鉄国際ビジネスカレッジ）「私のベ

トナムでの経験」

専修学校各種学校の振興、１条校に向けてのヴィジョンを

大いに語っています。

　また２月１４日、待望の新事務所開きを行いました。場所

は西新宿、東京都庁の近くの「住友ビルＢ１」で、開所式

には専修学校各種学校関係者を始め、各支援団体や国会議

員、都議会議員、区議会議員など２００名が参加しました。

　さらに翌１５日は、東京都・赤坂プリンスホテルでの自民

党主催の各種団体懇談会（１,５００名）に出席し、登壇して

力強く候補者宣言をしました。

　朗報です。大西英男後援会長に専修学校等振興議員連盟

の名誉会長、森喜朗衆議院議員が就任されました。

　７月の参議院

選挙まで５ヶ月

弱となりました。

本連合会推薦の

大西英男氏が全

国を遊説してま

わっています。

各地区で開催さ

れる「新年会」

「研修会」「総

会」などの場で、

第２４回全国専門学校
英語スピーチコンテスト

大西英男氏が大いに語ります
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　平成１８年度後期試験　情報処理活用能力検定（Ｊ検）（文

部科学省後援）が下記のとおり実施された。受験状況・結

果は次のとおり。

■情報活用試験３級期日指定方式Ｂ日程

（１月２８日～２月３日実施）

出願団体数  ４６団体

　 出願者数 １,３９２名

 受験者数 １,３０９名

 合格者数 １,０７７名

 合格率 ８２.３％

■情報システム試験（２月４日実施）

出願団体数  １１２団体

　基本スキル

　　　　　　出願者数 ３,８４７名

　　　　　　受験者数 ３,３４３名

　　　　　　合格者数 １,０４５名

　　　　　　合格率 ３１.３％

　プログラミングスキル

　　　　　　出願者数 ２,５２６名

　　　　　　受験者数 ２,１３４名

　　　　　　合格者数 １,０３５名

　　　　　　合格率 ４８.５％

　システムデザインスキル

　　　　　　出願者数 ２,３１５名

　　　　　　受験者数 ２,０３９名

　　　　　　合格者数 ８５９名

　　　　　　合格率 ４２.１％

情報システム試験分野別結果　

　システムエンジニア認定

　　　　　　出願者数 ２,４０５名

　　　　　　認定者数 ６８８名

　　　　　　認定率 ３２.５％

　プログラマ認定

　　　　　　出願者数 ２,８５９名

　　　　　　認定者数 ７５８名

　　　　　　認定率 ３１％

■情報デザイン試験（２月４日実施）

出願団体数  ６５団体

　 出願者数 ２,２７９名

　 受験者数 ２,１０５名

情報デザイン試験分野別結果

　ビジュアルデザイン分野認定

 出願者数 ８１６名

　　　　　　受験者数 ７５３名

　　　　　　認定者数 ２８７名

　　　　　　認定率 ３８.１％

　インタラクティブメディアデザイン分野認定

 出願者数 ４７９名

 受験者数 ４５２名

 認定者数 ２１１名

 認定率 ４６.７％

　プレゼンテーションデザイン分野認定

 出願者数 ５２９名

 受験者数 ４９３名

 認定者数 ２０２名

 認定率 ４１％

Ｊ検　情報処理活用能力検定平成１８年度後期試験　受験状況・結果

　平成１８年１２月３日（日）に文部科学省後援第２１回ビジネ

ス能力検定（Ｂ検）が実施された。受験状況・結果は次の

とおり。

出願団体数  ３８９団体

会場数  ３４０会場

出願者総数  ３３,３４０名

　３級　　　　出願者数 ２５,７１７名

　　　　　　　受験者数 ２３,６７７名

　　　　　　　合格者数 １７,７４４名

　　　　　　　合格率 ７４.９％

　２級　　　　出願者数 ７,０１９名

　　　　　　　受験者数 ６,１８２名

　　　　　　　合格者数 ２,７５５名

　　　　　　　合格率 ４４.６％

　１級（１次）　出願者数 ６０４名

　　　　　　　受験者数 ５３３名

Ｂ検　第２１回ビジネス能力検定　受験状況・結果
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　平成１８年１２月１２日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場

として、正副理事長同席のもと専教振第６１回評議員会を開

催した。出席者は委任状を含め２３名。

　開会に当たり鎌谷秀男理事長があいさつを述べ、議長に

平田眞一評議員を選出。議長一任により議事録署名人に千

葉茂評議員と黒木亮谷評議員を選任し、議長が会議の有効

な成立を確認した後、議事に入った。

【第１号議案　役員改選の件】

　鎌谷理事長が、正副理事長で選考した理事及び監事の候

補者を提案した後、正副理事長が退室。評議員による審議

により全会一致で次の役員を選出した。

　理事（１８名・敬称略）：吉田松雄、千葉雅保、江畠清彦、

八文字敏宏、中島利郎、小林光俊、多忠和、倉内史郎、岩

崎幸雄、中村徹、八木和久、鎌谷秀男、福田益和、稲葉豊、

坪内孝満、大橋啓一、佐竹茂市、�山哲信。

　監事（３名・敬称略）：細谷秋男、齋藤力夫、角田喜文。

　議長による議案審議の終了確認後、配布資料に基づき事

務局が平成１８年度事業の中間報告を行い、議長が閉会を宣

言し、全日程を終了した。

第６１回評議員会を開催

　　　　　　　合格者数 １１６名

　　　　　　　合格率 ２１.８％

　　　（２次）　受験者数 １３０名

　　　　　　　合格者数 ９２名

　　　　　　　合格率（最終） １７.３％

　１月３０日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として、

専教振第９０回理事会を開催した。出席者は委任状を含め１７

名。

　鎌谷秀男理事長が開会あいさつを述べた後、寄附行為の

規定により理事長が議長に就任。議長一任により議事録署

名人に多忠和理事と小林光俊理事を選任し、議長が会議の

有効な成立を確認し議事に入った。

【第１号議案　理事長・副理事長・常務理事の選出】

　互選により全会一致で次の理事長、副理事長及び常務理

事を選出した（敬称略）。

　理事長（１名）：鎌谷秀男。副理事長（２名）：八文字敏

宏、稲葉豊。常務理事（４名）：中村徹、八木和久、福田益

和、大橋啓一。

【第２号議案　評議員の選出】

　鎌谷理事長が、正副理事長による評議員候補者推薦に関

する協議経過を説明し、２４名の候補者を推薦。協議の結果、

全会一致で次の２４名の評議員を選出した（敬称略）。

　宮�善昭、龍澤正美、菅原一博、岡本比呂志、秋葉英一、

千葉茂、山口広泰、井戸和男、小野紘昭、舟本奨、岩谷伸

一、渡辺敏彦、浦山哲郎、黒木亮谷、齋木寛治、礒村義安、

中西義裕、田中幸雄、長川泰次郎、平田眞一、大麻正晴、

古野金廣、田中由視、川越宏樹。

　理事長による議案審議の終了確認後、配布資料に基づき

事務局が平成１８年度事業の中間報告を行い、理事長が閉会

を宣言し全日程を終了した。

第９０回理事会を開催

　「全ての教育分野、全ての学校でビジネス教育を実践」

を目標に、例年全国各地区で開催している本研修は、今年

度、全国１１会場で開催した。主な内容は、企業が求める人

材像についての講演、専門学校の講師陣によるビジネス教

育の導入事例、授業での取り組み方、ビジネス能力検定の

紹介や指導がポイントとなっている。

　本年度下期に開催された２地区の研修内容は次のとおり。

静岡会場　１月３０日　静岡県・静岡県私学会館

特別講演「学校に期待するビジネス教育」立石貴子ヨコハ

マグランドインターコンチネンタルホテル人事部研修支配

人

事例発表①「ビジネス実務授業の実際例～Ｂ検を活用して

～」杉崎みどり（国際観光専門学校）

事例発表②「人間力アップでビジネス能力もアップ」高橋

豊（船橋情報ビジネス専門学校）

検定受験の研究「問題作成の視点から」山崎厚ビジネス能

力検定問題作成委員会委員長

【参加者数２０名】

愛媛会場　２月２０日　愛媛県・ホテルＪＡＬシティ松山

特別講演「企業が求める人材像」川井昇（株）アグサス代

表取締役社長

事例発表①「学ぶ動機付けと働く動機付け」石田もとな

（西鉄国際ビジネスカレッジ）

事例発表②「自分を生かす職場」近藤正二（辻学園調理・

製菓専門学校）

検定受験の研究「問題作成の視点から」山崎厚ビジネス能

力検定問題作成委員会委員長

【参加者数４５名】

教員と講師のためのビジネス教育研修会
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　２月５日、専教振・全国学校法人立専門学校協会の共催

により、管理者研修会が開催された。会場は、東京都・ア

ルカディア市ヶ谷。受講者は全国から約１２０名。

　中込三郎全専協会長のあいさつに続き、大塚徹夫大塚経

営労務研究所代表が「職業意識の涵養とキャリアカウンセ

リングの重要性」と題し、企業側から見た欲しい人材像、

キャリアカウンセリングの必要性と留意点などについて講

演。続いて、�橋道和文科省生涯学習振興課長が「教育基

本法改正をめぐる教育界の動向と今後の展望」をテーマに、

昨年１２月に改正された教育基本法について、改正に至るま

での経緯や改正のポイントなどについて講演を行った。

　講演終了後には懇親会が行われ、盛会のうちに全日程を

終了した。

　１１月１５日東京都・ホテルフロラシオン青山、１７日大阪府・

大阪ガーデンパレスで「介護福祉教育とビジネス教育を考

える」研修会を開催した。この研修会は、文部科学省補助

事業として平成１５年度から１７年度の３年間にわたる「介護

福祉系専門学校におけるビジネス教育のあり方」プロジェ

クトの研究調査の経緯・研究成果の報告や介護福祉教育、

ビジネス教育をどのように考えるかをディスカッション形

式で展開した。

　開会あいさつの後、植田美津江（株）日本メディカル総

研代表取締役が特別講演「企業からのメッセージ『介護福

祉士に求められる条件』」と題し、経営者・管理者として介

護福祉士に求められる条件、企業が求める人材、専門学校

に期待することなどを講演。続いて研究プロジェクトチー

ムから桝田嘉生（有）教育と情報の研究所代表取締役と久

門道利日本福祉教育専門学校副校長が「介護福祉系専門学

校におけるビジネス教育のあり方」として３年間にわたっ

て行われた研究調査報告を報告書をもとに行った。最後に

岩上広一（福）正吉福祉会世田谷区立きたざわ苑施設長と

桝田講師、久門講師らによる鼎談「介護福祉教育とビジネ

ス教育を考える」をディスカッション形式で行い、介護現

場の現状と介護教育、ビジネス教育について意見を展開、

また参加者からの質疑応答を行い閉講した。

　【参加校数：３４校】

表研修会が開催された。今回は職業意識の啓発推進事業の

取り組みや、介護現場で求められるビジネス教育をはじめ、

ビジネス系学校の学習意欲・就業意識向上への取り組み、

また医療分野での教育事例、高校や大学のクラス報告など

が発表された。

　岩谷伸一ビジネス能力検定専門委員会委員長の開会あい

さつに続き事例発表が始まった。事例発表のタイトルと講

師は次のとおり。

概況報告「キャリアとビジネス教育に関連する各省、各団

体の諸施策、諸提言を概括する」菊田薫（財団法人専修学

校教育振興会）

特別発表①文部科学省委託事業「専修学校を活用した高校

における職業意識の啓発推進事業」新井由夫（（社）沖縄

県専修学校各種学校協会）

特別発表②文部科学省補助事業「介護福祉系専門学校にお

けるビジネス教育のあり方『利用者・家族・地域・職員が

笑顔と元気あふれる施設になるために』」岩上広一（世田

谷区立きたざわ苑）

事例発表①「コミュニケーション能力をひきだすために」

東海林千秋（専門学校盛岡カレッジオブビジネス）　

事例発表②「コメディカルに求められる職業人としての資

質」三宅わか子（専門学校星城大学リハビリテーション学

院）

事例発表③「起業家精神及びコミュニケーション能力の育

成」宮内輝久（千葉県立銚子商業高等学校）

特別講演「成長を支える組織と人」中村実（（株）ファース

トリテイリング）

事例発表④「大学教育におけるビジネス実務教育導入の試

み」大山賢（朝日大学）　　

事例発表⑤「ビジネス教育とショップワーキング～学生の

お店が実践実習の場～」前田亘（岩谷学園アーティスティ

ックＢ専門学校）

事例発表⑥「業界のプロを育てる体当たり授業」牧一郎

（中村国際ホテル専門学校）

　２月１５日、１６日の２日間、東京都・アルカディア市ヶ谷

を会場に７０名の受講者を迎え、第１１回ビジネス教育事例発

管理者研修会を開催

介護福祉教育とビジネス教育
を考える研修会

第１１回ビジネス教育事例発表研修会

　２月９日、情報教育指導者研修会（沖縄会場）が、専教振・

沖縄県協会との共催により、文部科学省、沖縄県教育委員

会、沖縄県情報通信関連産業団体連合会、および沖縄県高

等学校長協会の後援を得て、沖縄県・沖縄産業支援センタ

ーで開催された。

　今回の研修会では、沖縄県における産業界および教育界

双方からＩＴ人材育成プログラムについての講演、高等学

校・専門学校の現職教員による①スキル差にとらわれない

授業展開、②観点別評価の実践、③情報モラルの育て方、

をテーマにしたディスカッションが行われ、講演や討議を

平成１８年度情報教育指導者研修会
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通して、参加者それぞれの立場で、教育機関の連携の必要

性などを考える内容で行われた。参加者は高等学校の教職

員を中心に約７０名。プログラム・講師等は次のとおり。

開会あいさつ　名城政次郎沖縄県会長

特別講演「県のＩＴ関連産業振興の方向性と人材育成」真壁

正沖縄県情報通信関連産業団体連合会・沖縄ＩＴ人材育成

協議会事業計画ＷＧリーダー、茶谷友以講座運営ＷＧリーダー

特別講演「沖縄県内の情報教育の取り組み」石垣有三沖縄

県教育庁総務課指導主事　

講演「高等学校における情報教育の概況」鈴木洋光（専教振）

パネルディスカッション「高等学校情報教育の現場から～現在

と今後－専門学校としての取り組み」コーディネーター：鈴木洋

光（専教振）、パネラー：磯崎喜則（日本学園中学・高等学校）、

間辺広樹（神奈川県立高浜高等学校）、金城比呂子（沖縄県立

普天間高等学校）、知念賢治（沖縄県立美来工科高等学校）、

稲垣純一（沖縄県協会（ＫＢＣ学園））

講演「Ｊ検を活用した情報処理技術者試験特例措置の概

要」八ツ田亮（専教振）

閉会あいさつ　島袋永伸沖縄県協会研修事業委員長

　第２０回色彩士検定試験（３級・１級実技）（全国美術デ

ザイン専門学校教育振興会主催）が平成１８年９月１０日、全

国５２会場で実施された。結果は以下のとおり。

＜３級＞出願者数１,９６４名、受験者数１,７９６名、合格者数

１,４６０名

＜１級実技＞出願者数２０名、受験者数２０名、合格者７名

　また、第２１回同試験（３級・２級・１級理論）が１月１４

　第１８回観光英語検定（全国語学ビジネス観光教育協会主

催）が平成１８年１０月２９日（３級、２級、１級１次）、１２月

１０日（１級２次）に実施された。各級の試験結果は以下の

とおり。

　３級 出願者数４,０７０名、受験者数３,６９３名、合格者数

２,１１８名、合格率５７.４％

　２級 出願者数２,４５９名、受験者数２,２６０名、合格者数

１,０６８名、合格率４７.３％

　１級 出願者数１２１名、受験者数１０４名、合格者数４３名、

合格率４１.３％

　第３５回電卓・ポケコン技能検定（全国工業専門学校協会

主催）が平成１８年１１月２６日、全国７会場で実施された。結

果は以下のとおり。

　３級　出願者数４４名、受験者数４２名、合格者数４２名、合

格率１００.０％

　２級　出願者数１１５名、受験者数１１０名、合格者数８５名、

合格率７７.３％

　１級　出願者数４名、受験者数４名、合格者数２名、合

格率５０.０％

役員会・総会等

●全専各連定例総会・理事会

　平成１９年６／１３（水）

　東京都・東京ガーデンパレス

●全国学校法人立専門学校協会定例総会

　平成１９年６／１４（木）

　東京都・東京ガーデンパレス

●全国個人立専修学校協会定例総会

　平成１９年６／１８（月）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●財団法人専修学校教育振興会評議員会・理事会

　平成１９年６／２２（金）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●都道府県協会等代表者会議

　平成１９年１１／２２（木）

●全専各連理事会

　平成２０年２／２８（木）

●全国学校法人立専門学校協会理事会

　平成２０年２／２９（金）

ブロック会議

●中国ブロック会議

　平成１９年７／１２（木）

　山口県山口市・山口グランドホテル

●近畿ブロック会議

　平成１９年７／１９（木）

　京都府京都市・ウェスティン都ホテル京都

●九州ブロック会議

　平成１９年７／２７（金）～２８（土）

　福岡県福岡市・ホテルセントラーザ博多

●北海道ブロック会議

第２０回・第２１回色彩士検定試験

第１８回観光英語検定

第３５回電卓・ポケコン技能検定

平成１９年度　年間予定日程

日、全国６０会場で実施された。結果は以下のとおり。

＜３級＞出願者数２,０３３名、受験者数１,８９２名、合格者数

１,４９１名

＜２級＞出願者数４２３名、受験者数３７４名、合格者１９０名

＜１級理論＞出願者数１８名、受験者数１６名、合格者数２名
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　平成１９年７／３１（火）～８／１（水）

　北海道函館市・函館国際ホテル

●四国ブロック会議

　平成１９年８／２（木）～３（金）

　徳島県徳島市・ホテルグランドパレス徳島

●中部ブロック会議

　平成１９年８／２３（木）～２４（金）

　三重県四日市市・四日市都ホテル

●北関東信越ブロック会議

　平成１９年８／２８（火）

　茨城県水戸市・ホテルレイクビュー水戸

●東北ブロック会議

　平成１９年９／１３（木）～１４（金）

　秋田県秋田市・秋田ビューホテル

●南関東ブロック会議

　平成１９年１０／１９（金）

　山梨県甲府市・ベルクラシック甲府

その他会議

●平成１９年度事務担当者会議

　平成１９年４／１９（木）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

検定試験等

●文部科学省後援・情報検定（Ｊ検）

　◇平成１９年度前期試験

　【情報活用試験１級・２級・３級】

　平成１９年６／１７（日）

　【情報システム試験・情報デザイン試験】

　平成１９年９／９（日）

　◇平成１９年度後期試験

　【情報活用試験１級・２級】

　平成１９年１２／９（日）

　【情報システム試験・情報デザイン試験】

　「国の教育ローン」は、教育にかかる家庭の経済的な

負担の軽減と教育の機会均等を図るために、国によって

創設された融資制度です。

　「国の教育ローン」は、専修学校等の入学時のみなら

ず在学中の教育費用についても取り扱いができることな

どから、昭和５４年に制度が発足して以来、これまでに延

べ４００万人の方々にご利用いただいております。

　ご利用いただける方は、世帯の年間収入が給与所得者

については９９０万円以内（事業所得者は７７０万円以内）で、

専修学校・各種学校等へ入学・在学される方の保護者で

す。（ご親族またはご本人様でもご利用いただける場合が

あります）

▽ご融資金額＝学生・生徒お１人につき２００万円以内

▽お使いみち

　学校に入学・在学するために必要となる次の資金

　○学校納付金（入学金、授業料、施設設備費など）

　○受験にかかった費用（受験料、受験時の交通費・宿

泊費など）

　○アパート・マンションの敷金・家賃など

　○教科書代、学習用品費、パソコン購入費、通学費用、

学生の国民年金保険料など

（注）１．１年分の費用が、ご融資の対象となります。

　　　２．入学資金については、入学される月の翌月末

までの取扱となります。

▽利率＝２.３％（平成１９年２月９日現在）

▽返済期間＝１０年以内（交通遺児家庭・母子家庭の方は

１１年以内）

▽据置期間＝在学期間内で元金のご返済を据置くことが

できます。（ご返済期間に含まれます）

▽返済方法＝毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済、

ステップ返済も可）

▽保証＝（財）教育資金融資保証基金または連帯保証人

１名以上

　＊（財）教育資金融資保証基金による保証をご利用い

ただく場合は、別途保証料（年１.０％相当分）が必

要です。

▽お申し込み窓口＝国民生活金融公庫各支店または最寄

りの金融機関の窓口

　お問い合わせは、国民生活金融公庫の教育ローンコー

ルセンターまで。また「国の教育ローン」に関する情報

を、２４時間応対が可能な「国の教育ローン」テレフォ

ン・ＦＡＸサービスでご提供しております。

●教育ローンコールセンター　０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）

　ナビダイヤルがご利用いただけない場合　０３（５３２１）８６５６

●テレフォンＦＡＸナンバー　東　京　０３（３２４２）８７３９

　　　　　　　　　　　　　　名古屋　０５２（２２２）８７３９

　　　　　　　　　　　　　　大　阪　０６（６５４１）８７３９

　ホームページからもお申込いただけます。

●ホームページアドレス

　http://www.kokukin.go.jp/

　携帯電話用ホームページアドレス

　http://www31.ocn.ne.jp/̃nlfc_kyouiku/

国民生活金融公庫
「国の教育ローン」のご案内
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　平成１９年７／２４（火）～２７（金）

　山梨県・富士北麓公園他

●第１９回全国生涯学習フェスティバル「まなびピア岡山」

　平成１９年１１／２（金）～６（火）

　岡山県・岡山県総合グラウンド他

　平成２０年２／３（日）

●文部科学省後援・ビジネス能力検定（Ｂ検）

　◇第２２回【２級・３級】

　平成１９年７／１（日）

　◇第２３回【１級１次・２級・３級】

　平成１９年１２／２（日）

●電卓・ポケコン技能検定

　◇第３６回

　平成１９年６／２４（日）

　◇第３７回

　平成１９年１１／２５（日）

●色彩士検定

　◇第２２回【１級実技・３級】

　平成１９年９／９（日）

　◇第２３回【１級理論・２級・３級】

　平成２０年１／２０（日）

●第１９回観光英語検定

　【１級１次・２級・３級】

　平成１９年１０／２８（日）

　【１級２次】

　平成１９年１２／９（日）

その他

●第１７回全国高等専修学校体育大会

　専修学校に関する最新データや制度を解説したパン

フレット　平成１９年度版「専修学校その教育制度と現

状」を発刊いたしました。

　本パンフレットは毎年

３月に専教振が発刊し、

各都道府県協会等、専修

学校の入学説明会、研修

会等の資料として幅広く

活用されております。

　ご希望の方は、専教振

事務局までご連絡くださ

い。

平成１９年度版「専修学校その教育制度と現状」
発刊のお知らせ
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平成１９年度Ｊ検試験日程

このほか、試験に関する情報は順次Ｊ検ホームページ等に公開していく予定です。�
ホームページURL：http://www.sgec.or.jp/jken　　　お問い合わせ：検定試験センター　TEL.03-5275-6336

※文部科学省後援� ※文部科学省後援�

＜前期（一般試験）＞
 試 験 日 平成１９年６月１７日（日）
 出 願 期 間 平成１９年４月１日（日）～５月１０日（木）
実施級／受験料 １級 ４,０００円　　　　　　　　　
  ２級 ３,５００円　　　　　　　　　
  ３級 １,５００円　　　　　　　　　

＜後期（一般試験）＞
 試 験 日 平成１９年１２月９日（日）
 出 願 期 間 平成１９年９月１日（土）～１０月２５日（木）
実施級／受験料 １級 ４,０００円　　　　　　　　　
  ２級 ３,５００円　　　　　　　　　
  ３級 １,５００円　　　　　　　　　

 試験期日Ａ日程 平成１９年１２月２日（日）～１２月８日（土）
 試験期日Ｂ日程 平成２０年１月２７日（日）～２月２日（土）
 出願期間Ａ日程 平成１９年９月１日（土）～１０月２５日（木）
 出願期間Ｂ日程 平成１９年１１月１日（木）～１２月１３日（木）
 受 験 料  １,５００円　　　　　　　　　

システムエンジニア認定
プログラマ認定
＜前期＞
 試 験 日 平成１９年９月９日（日）
 出 願 期 間 平成１９年６月１日（金）～７月１３日（金）
 実施級／受験料 基本スキル ２,５００円
　　　　　　　　システムデザインスキル ２,０００円
　　　　　　　　プログラミングスキル ２,０００円
＜後期＞
 試 験 日 平成２０年２月３日（日）
 出 願 期 間 平成１９年１１月１日（木）～１２月１３日（木）
実施級／受験料　基本スキル ２,５００円
　　　　　　　　システムデザインスキル ２,０００円
　　　　　　　　プログラミングスキル ２,０００円

※文部科学省後援�

ビジュアルデザイン分野認定
インタラクティブメディアデザイン分野認定
プレゼンテーション分野認定
＜前期＞
 試 験 日 平成１９年９月９日（日）
 出 願 期 間 平成１９年６月１日（金）～７月１３日（金）
 実施級／受験料 必修共通科目 ２,０００円
　　　　ビジュアルデザイン １,５００円
　　　　インタラクティブメディアデザイン １,５００円
　　　　プレゼンテーションデザイン １,５００円
＜後期＞
 試 験 日 平成２０年２月３日（日）
 出 願 期 間 平成１９年１１月１日（木）～１２月１３日（木）
実施級／受験料　必修共通科目 ２,０００円
　　　　ビジュアルデザイン １,５００円
　　　　インタラクティブメディアデザイン １,５００円
　　　　プレゼンテーションデザイン １,５００円

※団体限定�Ｊ検情報活用基礎�




